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円運動
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円運動とは
物体の進行方向に対して、垂直に力が加わり続けるとき、その物体は円運動する

𝐹

𝑣

𝐹

𝑣

𝐹

𝑣

𝐹

𝑣

𝑡 = 𝑡0 𝑡 = 𝑡1 𝑡 = 𝑡2 𝑡 = 𝑡3

𝐹

𝑣
時間とともに速度の向きと力の向きが変化する。
しかし、速度と力の向きの関係は変わらないため、
物体は円運動する
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速度と角周波数

𝐹

𝑣 𝑟

𝜃

<角周波数から得られる情報>

𝜔 = 2𝜋𝑓 = 2𝜋
1

𝑇

∴ 𝑓 =
𝜔

2𝜋
, 𝑇 =

2𝜋

𝜔
𝑓：周波数 Hz
𝑇：周期 s

𝜔：角周波数 rad/s

𝜔

時刻𝑡0から𝑡1で物体が角度𝜃だけ移動したとき、
移動した距離は、

𝑥 = 𝑟𝜃

速度は、

𝑣 =
Δ𝑥

Δ𝑡
=
Δ𝑟𝜃

Δ𝑡
= 𝑟

Δ𝜃

Δ𝑡
= 𝑟𝜔

∴ 𝑣 = 𝑟𝜔



Copy right © 電験どうでしょう 4

演習問題１
（１）半径𝑟 = 5 mで円運動する物体の速度が

𝑣 = 10 m/sのとき角速度𝜔を求めよ。

Ans. 𝜔 =

（２） 円運動する物体の速度が𝑣 = 12 m/s、角速度が
𝜔 = 4 rad/sのとき、円軌道の半径𝑟を求めよ。

Ans. 𝑟 =

（３）半径𝑟 = 3 mで円運動する物体の速度が
𝑣 = 60 m/sのとき周波数𝑓を求めよ。

Ans. 𝑓 =

（４） 円運動する物体の速度が𝑣 = 8 m/s、周期が𝑇 =
4 sのとき、円軌道の半径𝑟を求めよ。

Ans. 𝑟 =

重要公式
𝑣 = 𝑟𝜔

𝑓 =
𝜔

2𝜋
, 𝑇 =

2𝜋

𝜔
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演習問題１
（１）半径𝑟 = 5 mで円運動する物体の速度が

𝑣 = 10 m/sのとき角速度𝜔を求めよ。

Ans. 𝜔 = 2 rad/s

（２） 円運動する物体の速度が𝑣 = 12 m/s、角速度が
𝜔 = 4 rad/sのとき、円軌道の半径𝑟を求めよ。

Ans. 𝑟 = 3 m

（３）半径𝑟 = 3 mで円運動する物体の速度が
𝑣 = 60 m/sのとき周波数𝑓を求めよ。

Ans. 𝑓 = 3.2 Hz

（４） 円運動する物体の速度が𝑣 = 8 m/s、周期が𝑇 =
4 sのとき、円軌道の半径𝑟を求めよ。

Ans. 𝑟 = 5 m

𝑣 = 𝑟𝜔

𝜔 =
𝑣

𝑟
=
10

5
= 2 rad/s

𝑣 = 𝑟𝜔

𝑟 =
𝑣

𝜔
=
12

4
= 3 m

𝑣 = 𝑟𝜔

𝜔 =
𝑣

𝑟
=
60

3
= 20 rad/s

𝑓 =
𝜔

2𝜋
=
20

2𝜋
= 3.2 Hz

𝜔 = 2𝜋
1

𝑇
= 2𝜋 ×

1

4
= 1.6 rad/s

𝑟 =
𝑣

𝜔
=

8

1.6
= 5m

重要公式
𝑣 = 𝑟𝜔

𝑓 =
𝜔

2𝜋
, 𝑇 =

2𝜋

𝜔
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𝜔

向心力と遠心力

𝐹

𝑣 𝑟

𝜃

向心力により物体の速度の方向が変化すると
遠心力が発生し、向心力と遠心力が釣り合う

物体の進行方向に対して、垂直に力が加わり続けるとき、
その物体は円運動する

向心力

＜向心力の例＞
電磁力：𝐹 = 𝑞𝑣 × 𝐵
電荷と磁束の間で生じる力

𝐹

𝑣

𝐹′

向心力遠心力

遠心力

𝐹 = 𝑚𝑟𝜔2 = 𝑚
𝑣2

𝑟
= 𝑚𝑣𝜔
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演習問題２
（１）半径𝑟 = 5 mで円運動する質量𝑚 = 10 kg

の物体に加わる遠心力が𝐹 = 8 Nの速度𝑣
を求めよ。

Ans. 𝑣 =

（２） 半径𝑟 = 3 mで円運動する質量𝑚 = 2 kgの物体
に加わる遠心力が𝐹 = 54 Nの角速度𝜔を求めよ。

Ans. 𝜔 =

（３）半径𝑟 = 8 mで円運動する質量𝑚 = 2 kgの
物体に加わる遠心力が𝐹 = 64 Nの周期𝑇を
求めよ。

Ans. 𝑇 =

（４） 質量𝑚 = 7 kgの物体が周期が𝑇 = 4 sで円運動するとき、物体に
加わる遠心力が𝐹 = 58 Nの場合の円軌道の半径𝑟を求めよ。

Ans. 𝑟 =

重要公式
𝑣 = 𝑟𝜔

𝑓 =
𝜔

2𝜋
, 𝑇 =

2𝜋

𝜔

𝐹 = 𝑚𝑟𝜔2

= 𝑚
𝑣2

𝑟
= 𝑚𝑣𝜔
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演習問題２
（１）半径𝑟 = 5 mで円運動する質量𝑚 = 10 kg

の物体に加わる遠心力が𝐹 = 8 Nの速度𝑣
を求めよ。

Ans. 𝑣 = 2 m/s

（２） 半径𝑟 = 3 mで円運動する質量𝑚 = 2 kgの物体
に加わる遠心力が𝐹 = 54 Nの角速度𝜔を求めよ。

Ans. 𝜔 = 3 rad/s

（３）半径𝑟 = 8 mで円運動する質量𝑚 = 2 kgの
物体に加わる遠心力が𝐹 = 64 Nの周期𝑇を
求めよ。

Ans. 𝑇 = 3.1 s

（４） 質量𝑚 = 7 kgの物体が周期が𝑇 = 4 sで円運動するとき、物体に
加わる遠心力が𝐹 = 58 Nの場合の円軌道の半径𝑟を求めよ。

Ans. 𝑟 = 3.36 m

𝐹 = 𝑚
𝑣2

𝑟

𝑣 =
𝐹𝑟

𝑚
=

8 × 5

10
= 2m/s

𝐹 = 𝑚𝑟𝜔2

𝜔 =
𝐹

𝑚𝑟
=

54

2 × 3
= 3 rad/s

𝜔 =
𝐹

𝑚𝑟
=

64

2 × 8
= 2 rad/s

𝑇 =
2𝜋

𝜔
=
2𝜋

2
= 3.1 s

𝜔 = 2𝜋
1

𝑇
= 2𝜋 ×

1

4
= 1.57 rad/s

𝑟 =
𝐹

𝑚𝜔2
=

58

7 × 1.572
= 3.36 m

重要公式
𝑣 = 𝑟𝜔

𝑓 =
𝜔

2𝜋
, 𝑇 =

2𝜋

𝜔

𝐹 = 𝑚𝑟𝜔2

= 𝑚
𝑣2

𝑟
= 𝑚𝑣𝜔
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ご聴講ありがとう
ございました！！
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